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を検討し，この再現モデルが口腔癌の骨浸潤能を評価するモデルとなりうるかを検討した。   
【材料および方法】  




2．髄腔内における癌細胞による骨破壊の検討   
各種口腔扁平上皮癌細胞10万個を，8適齢ヌードマウスの大腿骨骨髄腔に直接注入して検  
討した。  
1）Ⅹ線学的検討   
髄腔内注入2週間後，マウス大腿骨のX線学的骨破壊部位の面積を画像解析システムにて   
計測した。  
2）組織学的検討   
髄腔内注入2週間後，マウス大腿骨のHE染色像における腫瘍面積，TRAP染色陽性の破骨   
細胞数を計測した。  
3．破骨細胞形成誘導能の検討   
癌細胞の破骨細胞形成誘導能は，血山行0再現モデルより回収した培養上清をマウス骨髄細  
胞培養系に添加し，TRAP陽性多核細胞を測定し評価した。  
4．骨吸収関連因子の遺伝子・発現   
血豆汀0再現モデルにおける癌細胞の骨吸収関連因子の遺伝子発現は，定量的RT－PCRを用  
いて測定した。   
【結果】  




2．癌による骨破壊のX線学的検討   
HSC－2，HSC－3，SASのX線学的骨破壊部位の面積は，HSC－4，T3M－1Clone2，Sa3，HO－1－ul，  
HO－1－Nl，SCCKNと比較して大きかった。  

















は認められなかった。   









収に関与していると考えられた。   
今後，癌細胞の骨浸潤により強く関連する因子を検索する上で，実際の臨床検体を使用し  
て本研究の血豆〟0再現モデルにおける骨吸収関連因子の発現解析を行うことが必要である  
と考えられた。   
【結論】   
本研究で示した血血0で骨微小環境を再現したモデルにおける癌細胞の動態の解析は，  
口腔癌の骨浸潤能の評価に極めて有用と考えられた．   















1．口腔扁平上皮癌細胞はヌードマウスの大腿骨骨髄腔における骨の破壊程   
度により，高い骨浸潤群（HSC－2，HSC－3，SAS），中程度骨浸潤群（HSC－4，   
T3M－1（：lone2，Sa3），非骨浸潤群（HO－1－ul，HO－1－Nl，SCCKN）の3群に  
分類され，これは 血涙打0再現モデルにおける破骨細胞形成誘導能と相  
関が認められた。  







論文に値するものと判断した。   
